
賀野地区は、明治22年に発足した旧会見郡賀野村がその対象区域であり、二度の町村合併を経て、現
在は西伯郡南部町の一角を形成しています。

賀野地区は、人口1,234人、世帯数348、高齢化率35.3％で、12集落からなっています（Ｈ23.12末現
在）。

地区内約24平方㎞の平地・丘陵地には水田地帯と樹園地が広がり、二十世紀梨や県下最大規模の栽培
面積をもつ富有柿の生産が盛んです。また、ホタルの舞う豊かな環境や国内最大級のフラワーパーク
「とっとり花回廊」には県内外から多くの観光客が訪れています。

鳥取県南部町賀野地区
（あいみ富有の里地域振興協議会）

１．地域の概要

２．地域の課題と取り組みの重点

（１）地域の課題
尐子化と高齢化の同時進行は賀野地区においても避けて

通れない問題となっています。人口減尐に伴い、生活路線
バスへの乗車数が減尐し、「御内谷線」の廃止という話が
持ち上がりました。また、賀野地区内唯一の小売店舗の存
続も危ぶまれるなど地域の生活基盤が揺らいできました。

（２）取り組みの重点
このような中、生活路線バス「御内谷線」の存続運動が、

賀野地区に隣接した手間地区の地域振興協議会と連携して
進められています。

また、農産物加工施設「えぷろん」一帯を地域の拠点と
して持続的な生活条件の確保、新たなにぎわいづくり、都
市部との交流を行う事業を展開しています。
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御洞渓谷
雄山

コミュニティ面
・にぎわい創出
・交流拡大

生活面
・防災・防犯対策
・路線バス存続
・高齢者支援

産業面
・富有柿・梨の振興
・特産品開発
・青空市

環境面
・ホタル舞う里づくり
・ゴミの減量化

・交流拠点○○
・集落間連携○
・地域情報共有



３. 取り組みの体制

４．取り組みの流れ（３カ年）
◆１年目（平成２１年度）
８月 あいみ富有の里シンポジウム
10月 米子市就将公民館まつりへの

出店
11月 富有塾スタート(住民が講師)

バス実態調査開始(高校生世帯)
12月 地域づくり計画完成

（手づくり製本・全戸配布）

２月 バス検討委員会(調査結果報告)

◆２年目（平成２２年度）
４月「えぷろん」の指定管理者引受
８月 とことん「えぷろん」で語る

会（ワークショップ）

10月 路線バス社会実験開始
（ダイヤ改正、学生割引）

11月 バスフォーラムinあいみ

１月 知事表彰受賞
(頑張る住民自治活動団体表彰）

とことん「えぷろん」で語る会 青空市あいみ富有の里シンポジウム

◆３年目（平成２３年度）
４月 青空市・春市
６月 ほたるウォーク
10月 とことん「えぷろん」で語

る会
10月 路線バス社会実験項目の追加

（バスへの自転車搭載）

12月 歳末「米粉もち」づくり
（独居高齢者に配布）

南部町では尐子高齢化という時代の変化を受け、集落単位での活動や地域課題の解決が将来困難
になると想定し、昭和の大合併前の旧村単位による地域運営組織が町内全７地区に設置されました。
賀野地区では「あいみ富有の里地域振興協議会」が誕生（平成19年６月）し、防犯パトロール

（通称「青パト」）の実施、運動会・敬老会等イベントの拡充、広報紙の発行、各集落による「集
落づくり計画」の策定・発表会開催などの取組を展開してきました。
平成22年度に南部町職員が不配置となり、地域振興協議会の自律的な運営体制が一層進みました。

役員・部員・事務局員は、住民や関係団体と一体となり様々な取り組みを実施しています。
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５．開発プログラムの概要

賀野地区の各集落ごとに話し合いを重ねて策定された「集落づく
り計画」をベースに１年以上検討し、今後の賀野地区の地域づくり
の指針となる「富有の里づくり計画」を策定。同計画書を地区内全
戸に配布し、賀野地区の将来展望について共通認識を図りました。

同計画の３つの柱の一つ農産物加工施設「えぷろん」は、活力と
にぎわいのある地域づくりのための交流拠点として位置づけられま
した。

快適な空間創造のため、広場の芝生化
やトイレ設置などハード整備も充実し、
富有の里春祭り、青空市（毎月第２・第
４日曜日）の開催、富有塾の開催など、
地区内外の「ヒト」「モノ」「情報」の
結節機能のある「郷の駅」への進化が始
まりました。

富有の里春まつり、就将公民館祭への相互
出店、芋掘り交流などにより、自然・文化・
伝統・地域活性化策など、それぞれの地域の
良さや取り組みを学びました。

賀野地区では、交流活動を通じ、地域の魅
力を再発見。地域の宝・地域の誇りを今後の
活動展開に活用するきっかけとなりました。
地域外から“外貨を獲得”するチャンスも生
まれました。

（１）交流拠点「えぷろん」を核にしたにぎわいのある
地域づくり ＜テーマⅠ、Ⅱ、Ⅲ＞

（２）他の広域的地域運営組織との連携による
危機管理体制づくり ＜テーマⅠ、Ⅱ＞

賀野地区と手間地区が町や県などと連動し、「御内
谷線」存続運動を展開。通学や通勤で利用しやすいよ
うなダイヤ改正・学生割引・バスへの自転車搭載など
の社会実験は、バス事業者の協力のもと進められまし
た。
日ノ丸バス「御内谷線」存続委員会は、両地区の振

興協議会メンバーで構成。４世代同居世帯、子育て経
験者や女性など、多様な意見を持った活動メンバーが
参画し、活発な活動展開につなげました。

多くの地域課題を特定の組織と連携するのでなく、
特定課題に特化した効率的で機動力のある課題解決方
法と言えます。マンパワーという地域における人的資
源の有効な活用方法です。

（３）都市住民との交流による地域の魅力再発見
＜テーマⅢ＞

芋掘り交流富有の里春まつり

農産物加工施設「えぷろん」

広場の芝生化 とことん「えぷろん」で語る会

自転車搭載バス（社会実験）
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６.成果と今後への展望

■地域課題の多面的な取り組みへ

御内谷線の存続運動は、住民主体で取り組んでいる大きな活動です。バスの社会実験は、地元住民
の熱意にバス事業者が応える形で続けられてきました。

高校生の通学手段の確保を中心に行われてきた運動ですが、今後は、高齢者の移動手段の確保と相
俟って生活交通全体の問題として捉えることも必要です。

また、賀野地区における唯一の小売店舗の撤退動向にも注意が必要です。地域課題に関するバラン
スの取れた活動が求められます。

■ハード設備充実にシンクロナイズした交流人口の増加
平成24年度には、「えぷろん」敷地内にユニットハウス２棟を設置するという動きもあります。こ

れが実現すれば、とっとり花回廊に向かう沿道という有利な立地条件から、都市住民をターゲットと
した「野菜・果樹・加工品の常設販売」「ファーストフードショップ」「地域紹介コーナー」など
様々な拠点機能の付加も可能となります。

「外貨を稼ぐ場」だけでなく、そもそも地域住民にとって気楽に立ち寄ることができる憩いの場で
あることが望まれます。地域の生活基盤が揺るぎかねない現在の状況を打破し、今後の賀野地区をど
のようにデザインしていくのか。「えぷろん」の交流拠点強化が、今後の地域運営の鍵を握っている
とも言えそうです。

■「えぷろん」が活動拠点へと飛躍

平成22年４月に町から指定管理を引き受け、地域住民にとってより身近になった「えぷろん」。
「とことん『えぷろん』で語る会」では「えぷろん」周辺のにぎわいづくりをテーマにするなど、地
域の活性化対策について熱く語る場としても利用されています。

■「富有塾」で人材発掘を進展

講演や実技指導による実利面のみならず、将来、賀野地区のリーダーになる“地域の宝”を見つけ
るという人材発掘の機会として地域住民の期待も高まっています。

■住民主体の「御内谷線」存続運動による自信の獲得

存続運動は、住民の力を結集して進められました。この成功体験が地域活動に関する大きな自信へ
とつながりました。

■都市部住民との無理のない範囲の交流

賀野地区と米子市就将公民館の交流イベントなどを通じ、「地域と地域のつながり」「住民と住民
の心のつながり」ができました。無理のない範囲での活動が息の長い交流へとつながっています。

〈地元の方から一言！〉
南部町金田（賀野地区内）
住民 井塚照雄さん

成果

今後の展望

あいみ富有の里地域振興協議会が発足して４年半が経過し、徐々に地
域の中に浸透し始めています。
今までの行政に頼りがちな姿勢から脱却し、自分たちでやれることは

自分たちでやって行こうと様々な取り組みが行われてきました。こうし
た積み重ねが必ずや地域住民から支持され、いつの日か地域振興協議会
の活動なしでは生活に支障が出るといった時代が来るような気がします。
高齢化社会が進む中、行政では目の届きにくいきめ細かい住民本位の

活動がなされることを切に期待いたします。
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